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平成２９年度事業計画 大 綱 

中小・小規模企業の活力向上と地域連携の深化 

  

日本経済は、緩やかな回復基調に向かっておりますが、新興国経済の減速をは

じめ、欧米各国の政治・経済に対する懸念、さらに、ＴＰＰの動向は流動的であ

り、個人消費・設備投資の動きも鈍く、地方では、未だ経済の先行きへの不安を

払拭できない状況となっております。その第一の要因は急激な人口減少による過

疎化の進展と労働力不足、もう一つはＪＲ北海道問題のような、地域の経済・社

会を支える社会資本整備の脆弱性にあり、こうした課題を踏まえた事業計画の取

り組みが必要となって参ります。 

 

日本商工会議所三村会頭の所信では、「民間の力こそが持続的な成長の原動力

であるとの精神に立ち返り、我々民間が、企業経営者が将来に自信を持ち、デフ

レマインドを払拭し、新しい時代にふさわしい活動を積極的に展開していこう」

と呼びかけられ、観光振興と農商工連携の重要性を政策課題として積極的に取り

組んでおります。 

 

北海道商工会議所連合会では、平成２６年に策定した「北海道成長戦略ビジョ

ン」の確実な推進に向け、掲げた「エネルギー」「食」「観光」と言った北海道

の資源や強みを活かした儲かる産業に育て上げていくためにも、社会基盤整備の

必要性を活動指針に掲げております。 

 

こうした状況を踏まえ、当所といたしましても、北見市地方創生総合戦略に掲

げた基本目標の実現に向け、民間活力たる経済界が果たしていく役割は極めて大

きなものと考えますし、また、地方創生の基本政策となる原点は、生活インフラ

の整備であり国土強靱化の一体政策であると考えており、本年度は、次の事業の

推進に努めて参ります。 

オホーツク地域は、ＪＲ北海道の問題、女満別空港の民営化、気候変動による

防災対策や安全安心な住民生活を支える高規格幹線道路の整備等交通インフラに



 - 2 - 

対する課題が山積しており、各関係団体と共に要望活動を行って参ります。 

 

 現在、進めております都市再生整備事業は、二拠点一軸を核として、オホーツ

クの中核都市「北見」にふさわしい街づくりの為の事業であり、管内の３次医療

を守る北見赤十字病院と隣接した北海道立北見病院の完成、新庁舎整備などある

程度見通しがたっている中、一軸たる中央大通り沿道の開発も民主導による新た

な建設が進んでおります。早急に経済センターの改築等取り纏めて参ります。 

 

また、体験・着地型観光の推進に向け、北見観光協会と共に「道の駅」設置に

対し、積極的に行動して参ります。 

さらに、管内６商工会議所が締結しております「オホーツク地域商工会議所総

合包括連携協定」に則り、地域の発展を支える人材の確保・人材育成など、大学

と地元企業を直接結ぶ就職支援として地元企業合同説明会の開催や昨年実施しま

した「オホーツク観光振興に係る調査研究事業結果」を踏まえ、オホーツク地域

ＤＭＯを見据えた組織体制の確立をオホーツク総合振興局はじめ各関係機関と連

携し取り組んでいきます。 

 

当所では、小規模事業者に寄り添った経営支援を行うため、平成２７年に国か

ら認定を受けた「経営発達支援計画」に則り、巡回相談を強化し、地元中小・小

規模企業の経営改善、販路拡大、事業承継、人材育成に対する支援など企業経営

に関わる事業、さらに創業・起業に対する相談・助言、フォローアップまで伴走

型支援を強力に推進し、地域の活力の向上を目指します。 

 

平成２９年度では、「中小・小規模企業の活力向上と地域連携の深化」をスロー

ガンに「政策提言、要望活動の積極的な展開」など５本柱の下、日本商工会議所・

北海道商工会議所連合会、行政始め各関係機関・関係団体と連携するとともに、

会員・市民の元気と地域経済の持続的な発展・再生を実践していくために、現場

主義を念頭にスピード感を持って各事業に取り組み、地域総合経済団体の機能と

公益性を発揮し、「市民や企業から信頼され、期待される商工会議所」として諸

事業を推進して参ります。 
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平成２９年度事業計画 
事 業 実 施 項 目 

                                ※ 新規項目 

 

１．政策提言、要望活動の積極的な展開 

日本経済は、長引くデフレからの脱却に向けた動きが加速化し、緩やかな回復基調に

向かっておりますが、地方にあっては、円安に伴う原材料価格の高騰、個人消費の低迷

など、先行き不透明感は拭えず厳しい経営環境にあり、地方や中小企業・小規模企業の

実情を踏まえた政策展開を引き続き訴えていく必要があります。 

さらに、急速な人口減少社会への対応や地方創生総合戦略に掲げる施策を効果的に実

行していく事が重要であり、地方創生の基本政策たる生活インフラの整備と国土強靱化

の一体政策について北見市始め関係諸官庁に対して意見具申、提言要望していく。 

併せて、日本商工会議所、北海道商工会議所連合会など関係団体と相協力し、総合的

な経済社会政策について積極的に政策提言活動を行っていく。 

 

（１）国・道・北見市に対する要望活動 

１）景気対策、中小・小規模企業振興に関わる要望 

   ① 北見市地方創生総合戦略の事業推進 

② 北見市庁舎など公共工事の地元企業優先発注の確保 

２）都市整備に関わる要望 

① 北見市都市再生基本計画に基づく都市整備の早期実現 

３）地域医療の充実・強化に関わる要望 

① 北見赤十字病院、北海道立北見病院の機能充実、及び北見市夜間急病診療所 

整備促進など医療体制の確保 

４）道路整備に関わる要望 

① オホーツク圏と十勝圏を結ぶ北海道横断自動車道「陸別－訓子府」間の整備

促進、当面着工しない区間「足寄－陸別」間の早期整備着手 

② 女満別空港と市内を結ぶ北海道横断自動車道「端野－高野」間の早期事業着

手 
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③ 北見地域における地域高規格道路「遠軽北見道路」の早期整備 

④ 国道３９号石北峠付近事故多発地帯における交通安全対策の確保 

⑤ 高規格道路と中心市街地を結ぶ交通アクセスの整備促進 

⑥ 冬期間の車道、歩道の除排雪の徹底（排雪個所の拡充・増設） 

※   ５）防災対策の強化に関わる要望 

① 災害に強い道路・河川等基盤整備の強化推進 

６）空港・鉄道等に関わる要望 

① 女満別空港の就航体制の充実と国際化への対応 

    ・北海道新幹線開通に伴う二次交通のインフラ整備として、女満別空港－函

館空港間の新規路線開設 

※    ・女満別空港の民間委託への対応 

② ＪＲ石北本線の維持・存続に向けた支援策の見直しと確立 

③ 北海道新幹線高速化に伴う鉄道貨物輸送の維持と新たなる技術開発の推進 

７） 観光振興等に関わる要望 

① 「道の駅」早期設置と体験・着地型観光の推進 

② スポーツ合宿誘致と受入施設の整備促進 

     ・2019 ラグビーワールドカップ、2020 東京オリンピック／パラリンピック

直前合宿の広域的誘致の推進 

（２）中小・小規模企業に関わる税制改正の要望 

（３）部会、委員会による意見活動の推進 

 

 

２．賑わい溢れる街づくりの推進 

賑わい溢れる街づくりを推進するために都市再生事業の実現と北見市中心市街地活性

化基本計画に掲げた事業を継続的に推進し、中心市街地の魅力向上と中心商店街の賑わ

いを助長する空き店舗対策事業の実施、さらに中心商店街等が実施する諸事業に対する

協力など地域商業の活性化を推進していくとともに、商工会議所の公共性と社会的役割

を持って交流人口の拡大による活力の向上を目指していく。 
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（１）中心市街地活性化の推進 

１）北見市中心市街地活性化基本計画に掲げた事業の継続的推進 

① 中央大通り沿道地区再生に向けた検討 

     ・北見経済センターの改築並びに一軸構想の具現化検討 

② 空き店舗対策事業の実施 

・まちんなかＳＨＯＷ１０の運営 

２）北見市中心市街地活性化協議会の運営 

３）中心市街地の魅力向上と賑わい再生支援 

① 中心商店街とコミュニティプラザ「パラボ」との連携事業に対する協力 

   ②「きたみｄｅ街コン」、「きたみｄｅ婚カツ」事業の実施 

   ③「まちゼミ」への協力 

（２）「株式会社まちづくり北見」の運営協力 

 

 

３．中小・小規模企業の経営支援体制の充実 

小規模事業者に寄り添った経営支援を行うため、国から認定を受けた「経営発達支援

計画」に則り、巡回相談を強化し、地元中小・小規模企業の経営改善、販路拡大、事業

承継、人材育成に対する支援など企業経営に関わる事業、さらに創業・起業に対する相

談・助言など積極的に取り組んでいく。小規模事業者の経営改善、経営基盤の強化を図

るために経営改善普及事業（中小企業相談所）の充実強化を図っていく。 

 

（１）経営発達支援計画（小規模事業者への伴走型支援）の実施 

   １）巡回相談の強化 

   ２）地域の需要動向調査 

      ① 景気動向等各種調査の実施 

・事業承継調査、景気動向調査、新規学卒者予定初任給調査 

      ② 中小企業振興委員連絡会議による情報収集 

   ３）経営計画に基づく経営改善支援 
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      ① 多様なニーズに対応した各種セミナーの開催 

・経営分析、経営計画の作成、事業承継等各種経営セミナーの開催 

・経営実務に関わる講演会、ワンストップなんでも相談会等個別相談会の開催 

② 金融相談等による経営分析の実施 

③ 事業計画の策定支援とフォローアップの実施 

④ 小規模事業者持続化補助金の活用 

    ４）創業・起業支援 

     ① 創業・起業入門編及び実務編セミナーの開催とフォローアップの実施 

    ② 創業者・創業希望者情報交換会の開催 

    ５）販路拡大支援 

      ① 地域内外における展示会・商談会への出店支援 

・地産地消フェスタ、インフォメーションバザール、スーパーマーケットトレ

ードショー等への出展支援 

② 展示会・商談会におけるバイヤー・来場者の需要動向の把握 

③ 農林水産商工等連携及び地域資源活用の活用による新たな事業展開支援 

④ インターネット、メディア等の活用による情報発信の実施 

※   ⑤ ビジネス交流会の実施 

   ６）市内金融機関、大学、公設試験研究機関、農協、北海道よろず支援拠点など各 

関係機関との連携による支援 

    ① 市内金融機関など連携機関との情報交換会の開催 

（２）経営改善普及事業（中小企業相談所）の充実強化  

    １）経営改善普及事業に係る経営発達支援計画の実施 

２）小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）制度のＰＲ及び利用促進 

３）政府系金融機関、北海道並びに北見市融資制度などの円滑な斡旋 

４）消費税軽減税率対策相談窓口等事業の実施 

（３）地域プラットホーム（北見・オホーツク地域経営支援機関）を活用した専

門家派遣による経営支援 

（４）雇用促進・人材育成の支援 

    １）高等学校、専門学校、大学の就職に対する支援 
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      ① 地元企業合同セミナー・説明会の開催 

※      ・企業と学生との交流会/企業と北見工業大学就職担当教授との意見交換会の 

開催 

※    ・同セミナー・説明会参加企業情報の当所ホームページへの掲載とリンク（６ 

商工会議所共通） 

※    ・ＵＪＩターン大学生に対する就職支援 

      ② 新規学卒者就職フェア（ハローワーク）、合同企業説明会・インターンシッ

プ（道・ジョブカフェ）への協力、支援 

    ２）各種検定試験の活用による技術・技能の向上 

 

 

４．産業振興の推進 

オホーツク地域の各商工会議所間の地域総合包括連携により、オホーツクの地域力の

向上を進めていく。 

さらに、地元大学や各種試験研究機関と連携を図り、産学官連携を推進し、住宅リフ

ォーム相談会の開設などこれまで以上に地域産業の競争力、地域力を高めると共に、地

元企業の技術力・開発力の向上支援、さらには、体験型・着地型観光の掘り起こしなど

観光振興に努め、新たな地場産業興しを支援していく。 

（１）オホーツク商工会議所協議会が取り組む「地域総合包括連携事業」への 

積極的参画 

１） ６商工会議所内地元企業合同セミナー・説明会の開催 

※   ２）６商工会議所合同「オホーツク物産展」の開催 

（２）オホーツク産学官融合センター事業の推進と利用促進 

１）北見市における創業支援事業計画に基づく創業・起業サポート事業の実施 

２）地域中小企業が事業化を目指すプロジェクトの発掘と支援 

３）北見工業大学社会連携推進センターの活用による共同研究、事業化等の支援 

４）北海道知的財産情報センター事業への協力 

（３）産学官連携の推進 

１）北見工業大学、日本赤十字北海道看護大学との連携及び支援強化 



 - 8 - 

２）北見工業技術センター、オホーツク圏地域食品加工技術センターなど研究機関

との連携 

（４）域外からの進出企業との連携 

１）進出企業視察と懇談会等の開催 

（５）北見地域の観光振興・交流人口拡大への取り組み 

１）「北見市観光推進プロジェクト」事業推進に対する協力 

２）北見ぼんちまつり始め各種イベントの実施及び協力 

（６）環境問題への取り組み 

   １）容器包装リサイクル制度など各種リサイクル制度の周知 

 （７）住宅リフォーム相談会の開催 

（８）次代を担う子ども達の職業体験「ＹＥＧまつり」への支援 

（９）北見市第２次産業振興ビジョン個別事業への協力 

 

 

５．商工会議所の円滑な運営及び財政強化 

地域社会の発展と会員企業の繁栄のために商工会議所の組織強化と財政基盤の確立に

努め地域総合経済団体としての機能を十分に発揮していく。 

また、オホーツク圏域並びに道東地域の振興を図るためにオホーツク管内及び道東地

区商工会議所や関連団体との連携を密にする。 

 

※（１）第９７回東北海道商工会議所連絡協議会の開催（29.5.11） 

（２）組織・財政基盤の強化 

１）会員増強の促進 

※  ２）委員会、部会の活性化と出席率の向上 

３）自主財源の確保 

・ミント共済、特定退職金共済制度の加入促進 

（３）部会内会員交流事業の実施 

（４）商工会議所活動を広く周知するための広報活動の強化 
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   １）商工会議所所報の充実・ホームページ、Ｅメール通信による情報発信 

（５）会員サービス事業の充実 

１）会員事業所永年勤続従業員表彰の実施 

２）経営者、従業員等の定期健康診断及びガン・生活習慣病検診の実施 

３）労働保険事務組合の運営 

４）所報「きたみ」チラシ同封サービス（商い情報交流便）の実施 

（６）関係商工会議所等との連携 

１）日本商工会議所・北海道商工会議所連合会・道東地区及びオホーツク管内商

工会議所との連携 

２）姉妹商工会議所高知商工会議所との交流促進 

３）留辺蘂商工会議所・きたみ市商工会との地域連携の促進 

（７）議員会・北商クラブ・女性会・青年部の活動に対する支援 

（８）外郭団体等の運営に対する支援               


